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堰
は
自
然
の
岩
盤
を
活
用
し
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
覆
っ
た
も
の
で
、
経
年
に

よ
り
（
約
七
十
年
前
）
コ
ン
ク
リ
ー

ト
部
分
が
剥
離
、
陥
没
す
る
な
ど
老

朽
化
が
顕
著
で
、
大
規
模
な
豪
雨
災

害
が
発
生
す
れ
ば
、
堰
が
崩
壊
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
緊
急
を
要
す
る

た
め
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、

参
加
者
は
次
の
通
り
で
し
た
。 

水
路
組
合 

組
合
長
：
矢
壁
正
弘 

水
路
組
合
事
務
局
長
：
朝
日
照
男 

神
後
田
水
路
組
合
長
：
景
山
源
栄 

大
井
手
水
路
組
合
長
：
鳥
谷
悦
雄 

阿
用
連
合
自
治
会
長
：
三
原
文
夫 

阿
用
地
区
振
興
会
長
：
永
瀬
康
典 

         

を
提
案
し
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
部
長
に
つ
い
て
は
会

長
か
ら
推
薦
を
受
け
た
十
二
名
と

事
務
局
員
は
会
長
よ
り
委
嘱
を
受

け
た
七
名
（
全
員
留
任
）
が
承
認
を

受
け
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
新
年
度
か
ら
新
た
に
行

う
事
業
に
つ
い
て
提
案
し
承
認
を

得
ま
し
た
。 

①
「
田
舎
米
づ
く
り
体
験
」 

阿
用
地
区
内
三
十
㌃
の
田
ん
ぼ

で
、「
つ
や
姫
」
を
エ
コ
ロ
ジ
ー
米

と
し
て
栽
培
。
都
市
部
の
み
な
さ

ん
に
田
植
、
田
の
草
取
り
、
稲
刈
り

な
ど
三
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
都

市
と
田
舎
の
交
流
事
業
で
す
。 

 

②
「
健
康
長
寿
の
郷
づ
く
り
を

め
ざ
そ
う
」 

阿
用
地
区
で
は
、
サ
ロ
ン
活
動
、
ア

ヨ
さ
ん
体
操
、
健
康
講
演
会
な
ど

従
来
か
ら
健
康
づ
く
り
活
動
と
し

て
取
組
ん
で
い
る
た
め
、
市
や
県

か
ら
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
先

進
モ
デ
ル
構
築
支
援
事
業
」
と
し

て
、
二
十
八
年
度
に
阿
用
地
区
で

取
組
ん
で
は
ど
う
か
と
の
話
が
あ

り
、
こ
の
事
業
に
応
募
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

          

 

三
月
十
三
日
、
生
活
環
境
部
（
部

長
：
石
原
昭
造
）
で
は
、
県
道
玉
湯

吾
妻
山
線
沿
い
の
環
境
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
ま
し
た
。
各
自
治
会
か

ら
参
加
い
た
だ
い
た
部
員
は
清
久

下
自
治
会
内
の
川
井
峠
付
近
に
不

法
投
棄
さ
れ
た
空
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
を
回
収
。
ご
覧
の
通
り
で

ビ
ー
ル
缶
な
ど
不
法
投
棄
は
減
る

ど
こ
ろ
か
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

                   
  

    

三
月
十
五
日
、
阿
用
川
水
系
水
路

組
合
連
絡
協
議
会
（
会
長
：
矢
壁
正

弘
）
は
、
神
後
田
堰
と
大
井
手
堰
の

改
良
工
事
に
つ
い
て
雲
南
市
へ
要

望
書
の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
四
日
阿

用
川
水
系
の
頭
首
工
堰
の
内
、
老
朽

化
の
激
し
い
神
後
田
堰
と
大
井
手

堰
の
改
良
工
事
を
雲
南
市
に
要
望

し
て
い
ま
し
た
が
、
二
年
間
何
も
動

き
が
な
い
た
め
再
度
、
市
に
要
望
を

行
っ
た
も
の
で
す
。 

 

特
に
、
福
富
自
治
会
内
の
神
後
田 

      

 

     
 

 玉湯吾妻山線の川井峠で環境パトロールを行なう 

阿
用
川
水
系
水
路
組
合
連
絡
協
議
会 

市
に
対
し
堰
の
改
修
に
つ
い
て
要
望
書
提
出 

 

  

三
月
十
六
日
、
振
興
協
議
会

は
規
約
改
正
と
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
規
約
改
正
は
執
行
体

制
を
明
確
に
す
る
た
め
、
役
員

は
会
長
、
副
会
長
、
事
業
部
長
、

監
査
委
員
と
し
、
従
来
役
員
で

あ
っ
た
事
務
局
員
（
七
名
）
は
職

員
と
す
る
も
の
で
す
。
併
せ
て
、

社
会
部
を
廃
止
し
女
性
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
学
級
を
事
業
部
に
昇
格

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

会
議
の
最
後
に
、
役
職
員
の

改
選
を
行
い
、
三
原
文
夫
役
員

選
考
委
員
長
よ
り
会
長
に
永
瀬

康
典
氏
を
留
任
と
す
る
こ
と 

                         

振
興
会
臨
時
総
会
を
開
催 

    

横
手
谷
地
内
の
県
道
玉
湯
吾
妻

山
線
沿
い
に
「
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
乳

児
分
園
」
の
工
事
が
完
了
し
、
三
月

二
十
日
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

社
会
福
祉
法
人
あ
お
ぞ
ら
福
祉

会
理
事
長
の
森
山
幸
朗
さ
ん
よ
り 

工
事
関
係
者
や
竣
工
式
参
列
者
へ

お
礼
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
職
員
に

よ
る
お
祝
い
の
歌
の
披
露
が
あ
り

ま
し
た
。 

  

阿
用
川
の
下
流
部
と
上
流
部

で
は
防
災
意
識
が
違
っ
て
い
ま

し
た
。
「
自
治
会
内
の
危
険
個
所

に
つ
い
て
確
認
し
て
い
る
」
の
項

目
で
は
、
清
久
上
と
清
久
下
で
は

十
三
人
中
十
一
人
が
確
認
し
て

い
る
と
回
答
。
掛
屋
、
三
峠
、
柿

の
本
で
は
二
十
三
人
中
十
人
が

確
認
し
て
い
る
と
回
答
。 

今
回
の
報
告
会
で
は
、
自
治
会

ご
と
の
防
災
マ
ッ
プ
に
最
終
の

チ
ェ
ッ
ク
を
加
え
ま
し
た
の
で
、

五
月
下
旬
に
は
阿
用
地
区
内
全

戸
に
防
災
マ
ッ
プ
が
㈱
エ
イ
テ

ッ
ク
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
配
布

さ
れ
ま
す
。 

   

三
月
八
日
、
昨
年
の
十
一
～
十

二
月
、
地
区
内
六
ヶ
所
で
行
っ
た

「
防
災
ま
ち
あ
る
き
・
マ
ッ
プ
づ

く
り
」
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

ま
ち
あ
る
き
の
参
加
者
合
計

は
七
十
四
人
。
「
大
雨
の
際
に
崖

崩
れ
や
土
石
流
に
よ
っ
て
自
宅

が
壊
さ
れ
る
」
，「
家
族
で
避
難
場

所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
合
っ

て
い
る
」
と
答
え
た
方
が
半
分
程

度
と
防
災
意
識
の
低
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
非
常

時
の
連
絡
方
法
を
普
段
か
ら
確

認
し
あ
っ
て
い
る
」
方
も
六
割
程

度
で
し
た
。 

 

㈱
エ
イ
テ
ッ
ク
の
協
力
で 

防
災
ま
ち
歩
き
の
報
告
会
を
開
催 

   

三
月
十
三
日
、
消
防
阿
用
分
団
（
分

団
長
：
森
山
修
一
）
二
十
一
名
は
、
救

命
救
急
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。 

 

雲
南
消
防
本
部
よ
り
、
森
山
、
野
津

消
防
士
を
迎
え
、
前
半
は
心
肺
蘇
生
方

法
を
、
後
半
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を

学
び
、
緊
急
時
に
備
え
ま
し
た
。 

 

 

園
内
は
、
理
事
長
の
こ
だ
わ
り

で
地
元
産
材
が
使
用
さ
れ
て
い

る
た
め
、
木
の
香
り
と
温
も
り
の

す
る
素
晴
ら
し
い
建
物
で
す
。
乳

児
の
募
集
定
員
は
三
十
人
で
す
。 

救
命
救
急
講
習
会
を
開
催 

祝 

あ
お
ぞ
ら
保
育
園 

乳
児
分
園
が
竣
工 


